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要　旨
　専門看護師の活用に関わる看護管理者と専門看護師の共通認識をはかるために，千葉県立病院群
の看護管理者と共に，専門看護師クリニカルラダー（臨床実践能力段階別到達目標）および育成ラ
ダー（専門看護師の育成指標）を作成した．また，ラダー作成の目的は，「県立病院において共通し
て活用できる，専門看護師として高い専門性を発揮するための能力指標およびサポート指標を明ら
かにすることで，専門看護師の育成・キャリア開発を支援する．この指標を作成することで，看護管
理者と専門看護師が共通の指標を用いて活動内容やサポートなどについて合意形成を図ることがで
き，他の看護スタッフの理解を得るためにも活用できる．また，県内に共通した指標があることで，
看護管理者と専門看護師の合意形成が促進できる」ことで合意した．
　それぞれが専門性の高い医療を提供している県立病院群において，看護管理者が共通の指標を用
いて専門看護師の育成や活用にかかわることが期待される．
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Ⅰ　は じ め に
　千葉大学大学院看護学研究科では，平成１９～２１
年度に文部科学省組織的な大学院教育改革推進プ
ログラムの採択を受け，「専門看護師育成・強化プ
ログラム」に取り組んだ．本プログラムの中で，
専門看護師教育課程修了生，専門看護師（以下，
CNSとする）を対象としたサポートニーズと教育
ニーズに関する全国調査１）－３）と，看護管理者を対
象としたCNSへの役割期待と組織的サポートに
関する全国調査４）３）を実施した．調査結果から，
看護管理者はCNSを雇用したいと考えていても，
人員不足や経済事情などの現実やCNS導入の成
果が認定看護師（以下，CNとする）に比べみえに
くいことなどの問題があり，一方，CNSへの調査
では看護管理者との合意形成の難しさに問題を感
じている回答も多く，CNSと看護管理者の目標を
すり合わせていく必要性を感じた．
　千葉県立病院群の看護管理者である筆者は，
「CNS育成・強化プログラム」の共同研究者とし
て参画していた．県立病院群の看護管理者に共通
の問題としてCNSの能力についての理解不足や
育成に対する認識不足があり，看護局・部長会議
でも学習を重ねてきたが，CNSへの具体的な支援
をイメージできずにいた．この問題点を解決すべ
く，「CNS育成・強化プログラム」のサブテーマ
である臨床看護管理者との協働の一貫として能力
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評価指標と支援指標を開発することを，プログラ
ム代表者に提案し，プログラムのサブテーマとも
一貫しているため賛同を得た．プログラム代表者
から確保対策室長へ相談し，同室長からも賛同を
得て，看護局・部長会議で提案し，承認を得て，
千葉県立病院群の看護管理者と「CNS育成・強化
プログラム」による合同の会議が発足した．本稿
では，CNSクリニカルラダーおよびCNS育成ラ
ダー試案作成の取組について報告する．
＜用語の定義＞
　CNSクリニカルラダー：ここでは，千葉県立病
院群おける共通のCNSの臨床実践能力段階別到
達目標とする．
　CNS育成ラダー：ここでは，千葉県立病院群お
ける共通のCNSの育成指標とし，看護管理者がマ
ネジメントの一貫として人材育成上用いるものと
する．
＜倫理的配慮＞
　会議での取り組みに関して，学会での発表や紙
面による報告について，それぞれに口頭で確認し
了解を得た．また，会議発足当時の千葉県立病院
局経営管理課医師・看護師確保対策室長には，投
稿論文を確認の上，再度発表の承認を得た．
Ⅱ　CNSのクリニカルラダ （ー臨床実践能力段階
別到達目標）およびCNS育成ラダー（CNS
の育成指標）試案の作成
１．千葉県立病院群看護管理者のCNSへの期待
と能力や育成に関する認識の把握
　千葉県立７病院と千葉県千葉リハビリテーショ
ンセンターからなる千葉県立病院群8施設（以下，
県立病院群とする）は，がんセンターのような専
門病院と二次医療圏の基幹病院を含む．平成２１年
１１月時点におけるCNSの雇用は，がん看護CNS２
名，小児看護CNS２名，急性・重症患者看護CNS
１名の，合わせて５名であり，CNの雇用は２５名で
あった．CNSを雇用していない施設は４施設
あったが，CNは全ての施設で雇用していた．
　初回の会議は，平成２１年１１月に実施した．出席
者は，千葉県病院局経営管理課医師・看護師確保
対策室長および副主幹，県立病院群の看護部・局
長と副看護部長１１名，千葉大学大学院看護学研究
科「CNS育成・強化プログラム」の教員２名の，
合わせて計１５名であった．本会議の趣旨説明のの
ち，自己紹介および自施設におけるCNS・CNの活
動状況，CNS・CNの能力や，導入による成果の評
価方法，および，CNSのクリニカルラダーおよび
育成ラダー試案作成に向けた意見交換を行った．
　看護管理者は，CNSが活動しやすいように支援
したいがその方法が分からない，CNSにある活動
を期待したいがCNS自身があまりそれを重要だと
考えていないようだ，資格を持って他施設から就
職したCNSの能力が把握できない，などのCNSを
活用する上での悩みをもっていた．また，CNSの
活動支援には，教育担当副看護部長などが直接か
かわることが多いが，管理職間でもCNSの活用の
方向性や支援方法について確実な方針はなく，悩
みながらできることを工夫していることが多く
あった．
　これらの意見交換を通して，まず看護管理者が
県立病院群のCNSの能力発達について共通認識を
図ること，CNSの能力開発のために県立病院群内
で異動の想定される看護管理者が共通して支援で
きるための指標が必要であり，これらを作成する
ことを，本取り組みのゴールとした．以て，看護
管理者がCNSと共通認識を図るためのツールとし
てのCNSクリニカルラダーおよび育成ラダーと位
置付け，県立病院群での使用を目的として試案を
作成することを合意した．まず，看護管理者の共
通認識を図ることが必要であったことが優先し，
各病院群で雇用しているCNSの配置や活動状況が
全く異なるため，個々の状況は多様であり，より
共通性の高い指標を作成することをの作成を目的
としたため，試案作成メンバーは県立病院群の看
護局部長会議メンバーである看護管理者，および，
CNS育成・強化プログラムのメンバーである教員
とした．教員はCNSの育成・強化について研究と
教育実践の経験を豊富に有し，それまでの研究成
果や国内外の教育・実践者との情報共有を経てお
り，CNSの臨床実践能力発達および開発について
のエキスパートという立場で参加した．
　原案の作成は，CNS育成・強化プログラムの
CNSの能力開発のコンセプトと前述のCNSと修了
者に対する看護管理者の役割期待とサポートに関
する全国調査結果をふまえ，千葉県立病院群で作
成していたクリニカルラダーを発展させる形で作
成し，会議で意見交換を行い修正していくことと
した．また，原案作成に先立ち，「CNS，CNの育
成と活用について（育成希望人数を含む）の展望」，
「CNSが機能している状態とは，どのような状態
であると考えているか」，「CNSが成長していると
感じるのは，どのようなときか」などについて，
書面で各施設の看護管理者の考えを出し合った． 
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２．CNSクリニカルラダー・育成ラダーの試案作
成の経過
　第２回会議は平成２１年１２月に開催し，出席者は，
千葉県病院局経営管理課医師・看護師確保対策室
長，県立病院群8施設の看護部・局長と副看護部
長１１名，「CNS育成・強化プログラム」教員２名
の，合わせて１４名であった．
　始めに，看護管理者が提出した書面調査の結果
をまとめて示した．「CNS，CNの育成と活用につ
いての展望」については，多くの施設でそれぞれ
の専門性に特化した実践現場の核となるCNSが
必要と考えていた．また，具体的な活用として，
横断的に看護実践の指導者として活用，院内の教
育，コンサルテーション，調整における活用，リ
ソースナース関連活動の組織化や委員会への参加，
院外の教育や地域活動への関与等が挙げられてい
た．「CNSが機能している状態とは，どのような
状態であると考えているか」については，看護ケ
アの質保証に貢献している，アドバイス・指導で
看護師自身が問題解決できるようになる，チーム
医療のコア的存在と認められる，などが挙げられ
ていた．「CNSが成長していると感じるのは，ど
のようなときか」については，CNSが，自主的に
着実に活動し関わった事案や課題を責任もって達
成しているとき，積極的に他部門と調整している
とき，組織の活動を理解して意見や提言を述べる
ことにより組織が変化しているとき，自分の傾向
を知りコントロールできているとき，活動を分
析・評価して自分の課題が見えているとき，など
が挙げられていた．
　これらの結果と千葉県立病院群看護師のクリニ
カルラダーに，同マネジメントラダーに含まれる
「看護の質・評価」の部分を加えて作成したCNS
クリニカルラダー案ver.１を提示した．CNSクリ
ニカルラダー案は，CNSの能力発展の視点からレ
ベルⅠ・Ⅱ・Ⅲの３つのラダーに分け，それぞれ
の「職務目的・到達目標」と「臨床実践能力：看
護サービスの実践能力，看護の質評価・改善能力，
マネジメント能力，人間関係能力，教育能力，研
究能力」，「主な活動範囲」を作成した．この原案
を基に，CNSの各レベルの職務目標，到達目標が
妥当かどうか，各項目の内容について意見交換を
行った．話し合われた内容は，クリニカルラダー
の目標設定やクリニカルラダーの各レベルについ
て，CNSとなってからどれくらいの年限を想定す
るのか，資格を有する者が新規採用された場合の
運用について，臨床実践能力について，看護の質
の評価と組織の分析の重要性などであり，県立病
院だけでなく全県のレベルアップを視野に入れた
活動を期待したいという意見もあった．「活動範
囲」に関しては，千葉県立病院群のキャリア開発
支援の方針として，CNSは組織にとっての貢献と
県立病院群の看護の質向上に寄与できることを期
待され育成されることを踏まえて，検討し決定し
た．会議の結果を受けて，CNSクリニカルラダー
案ver.２を作成し，メールにて意見を求めた．さら
に，CNS育成ラダーの作成に向けて，各施設にお
けるCNS・課程修了者への「具体的な支援」，「支
援を行う意図や目的」「支援を行う時期などの目
安」について回答を依頼した．
　第３回会議は，平成２２年１月に実施した．出席
者は，千葉県病院局経営管理課医師・看護師確保
対策室長および副主幹，県立病院群8施設の看護
部・局長と副看護部長１１名，「CNS育成・強化プ
ログラム」の教員２名の，合わせて１５名であった．
CNSクリニカルラダー案ver.２を提示し，内容を洗
練するとともに，「看護サービス，看護の質，看護，
看護ケア，質の高い効率的なケア，適切なケア，
医療チーム，ケアチーム，組織や医療チーム，他
職種」などの用語について点検を行い，CNSクリ
ニカルラダー案ver.３とした．また，育成ラダーに
向けたアンケートの結果に基づき，１）CNSクリニ
カルラダーに対応させる，２）CNSレベルⅠの下に
「CNSになるための支援」を加える，という２点を
考慮してCNS育成ラダー案ver.１を作成し，検討を
行った．
３．CNSのクリニカルラダー・育成ラダー作成の
目的の再確認
　第３回会議において，CNSクリニカルラダー・
育成ラダー作成の目的について明文化する必要が
あるとの意見が出され，第４回会議において審議
した．その結果，CNSクリニカルラダー・育成ラ
ダー作成の目的として，「県立病院において共通
して活用できる，CNSとして高い専門性を発揮す
るための能力指標およびサポート指標を明らかに
することで，CNSの育成・キャリア開発を支援す
る．この指標を作成することで，看護管理者と
CNSが共通の指標を用いて活動内容やサポート
などについて合意形成を図ることができ，他の看
護スタッフの理解を得るためにも活用できる．ま
た，県内に共通した指標があることで，看護管理
者とCNSの合意形成が促進できる」を合意した． 
千葉大学大学院看護学研究科紀要　第３4号
－12－
４．CNSクリニカルラダー・育成ラダーの試案の
完成
　第４回会議は，平成２２年２月に行った．出席者
は，千葉県病院局経営管理課医師・看護師確保対
策室長および副主幹，県立病院７施設の看護部・
局長と副看護部長１０名，「CNS育成・強化プログラ
ム」の教員２名の，合わせて１４名であった．CNS
クリニカルラダーは，メールでの修正を繰り返し，
CNSクリニカルラダー案ver.５をもって完成とす
ることが了承された（表１）．また，CNS育成ラ
ダーver.２について意見交換を行い，メールによ
る意見を通して修正し，CNS育成ラダー案ver.３を
もって完成とした（表２）．それぞれの呼称は，
CNSのクリニカルラダーは到達度別の目標とな
るようにと考え，「（臨床実践能力段階別到達目
標）」とし，「CNS育成ラダー」は，それが必ずし
も目標ではないが，CNSを能力段階別にサポート
する管理者の行動の目安が示されたものとして
「（CNSの育成指標）」とした．また，次年度以降，
「CNSクリニカルラダー運用基準」を部局長会議
で作成することを確認した．
　その後，「CNSクリニカルラダー運用基準」につ
いては，平成２２年度看護局・部長会議にて作成し，
自己評価と２名の他者評価（関連部署の看護師長，
現場のリーダー層から１名）を行い，毎年年度末
までに評価することを手順とした．
お　わ　り　に
　CNSクリニカルラダー・育成ラダー作成の過程
を通して，千葉県立病院群の看護管理者のCNSに
対する理解の深まりや，CNSの育成や活用に関す
る共通理解をはかることができた．県立病院群の
看護管理者は異動も多いため，CNSクリニカルラ
ダー・育成ラダー作成の目的を共有できたことや
共通の指標ができたことは，意義があると考えら
れた．
　今後は，実際に運用することで，ラダーが看護
管理者とCNSの合意形成を促進するものとなる
よう洗練をはかっていきたい． 
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表
１
．
千
葉
県
立
病
院
　
専
門
看
護
師
ク
リ
ニ
カ
ル
ラ
ダ
ー
（
臨
床
実
践
能
力
段
階
別
到
達
目
標
）
C
N
S
　
レ
ベ
ル
Ⅲ
C
N
S
　
レ
ベ
ル
Ⅱ
C
N
S
　
レ
ベ
ル
Ⅰ
ラ
　
ダ
　
ー
卓
越
し
た
実
践
能
力
を
用
い
て
、
組
織
の
目
標
達
成
に
寄
与
す
る
教
育
的
役
割
を
担
い
、
優
れ
た
看
護
実
践
能
力
を
用
い
て
看
護
の
質
向
上
に
寄
与
し
、
部
局
の
目
標
達
成
を
推
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
実
践
モ
デ
ル
と
な
り
、
リー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
、
質
の
高
い
看
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
部
署
の
目
標
達
成
を
推
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
職
務
目
的
職 務 目 的 ・ 到 達 目 標
・
多
様
な
ニ
ー
ズ
を
も
つ
対
象
に
、
卓
越
し
た
看
護
実
践
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
・
他
職
種
と
連
携
し
、
患
者
へ
の
医
療
・
ケ
ア
の
質
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
・
医
療
・
ケ
ア
の
質
向
上
に
お
け
る
シ
ス
テ
ム
構
築
へ
参
画
し
、
教
育
的
役
割
を
果
た
す
・
自
己
の
内
省
を
踏
ま
え
て
、
他
者
と
高
め
あ
う
関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き
る
・
多
様
な
ニ
ー
ズ
を
も
つ
対
象
に
、
優
れ
た
看
護
を
実
践
す
る
・
優
れ
た
実
践
能
力
を
基
盤
に
、
部
署
外
の
人
材
と
連
携
し
、
患
者
へ
の
医
療
・
ケ
ア
の
質
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
・
看
護
に
お
け
る
教
育
的
役
割
を
果
た
す
・
専
門
職
と
し
て
内
省
的
に
自
己
の
実
践
を
振
り
返
り
、
自
己
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
・
豊
か
な
人
間
性
の
も
と
高
い
専
門
知
識
と
技
術
を
用
い
て
看
護
が
提
供
で
き
る
・
実
践
モ
デ
ル
と
し
て
、
後
輩
を
指
導
す
る
・
重
症
な
患
者
、
複
雑
な
問
題
を
持
つ
患
者
に
対
し
、
柔
軟
に
看
護
ケ
ア
を
実
践
す
る
・
リー
ダ
ー
の
役
割
を
理
解
し
、
リー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
発
揮
で
き
る
・
部
署
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
活
動
を
推
進
す
る
・
自
己
啓
発
を
目
指
し
、
積
極
的
に
キ
ャ
リ
ア
開
発
が
で
き
る
到
達
目
標
・
卓
越
し
た
看
護
実
践
能
力
を
有
し
、
創
造
的
な
看
護
実
践
を
展
開
で
き
る
・
困
難
な
状
況
下
に
お
い
て
、
豊
富
な
知
識
と
高
度
な
実
践
能
力
を
統
合
す
る
と
と
も
に
、
部
署
外
に
あ
る
資
源
を
活
用
し
て
的
確
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
・
実
践
モ
デ
ル
と
し
て
施
設
の
中
で
一
目
置
か
れ
る
存
在
に
な
る
・
組
織
横
断
的
な
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
・
患
者
の
家
族
を
含
め
た
問
題
解
決
思
考
が
で
き
、
適
切
な
看
護
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
・
ア
セ
ス
メ
ン
ト
能
力
を
高
め
、
内
省
し
な
が
ら
継
続
し
た
看
護
展
開
が
で
き
る
・
緊
急
事
態
を
予
測
し
対
応
で
き
る
・
部
署
で
生
じ
た
問
題
に
対
し
、
困
難
な
状
況
下
に
お
い
て
も
的
確
な
対
応
が
で
き
る
・
実
践
モ
デ
ル
と
し
て
患
者
や
看
護
ス
タ
ッ
フ
を
支
援
で
き
る
看
護
サ
ー
ビ
ス
の
実
践
能
力
　
個
人
、
家
族
及
び
集
団
に
対
し
卓
越
し
た
看
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
、
理
論
や
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い
た
豊
富
な
知
識
と
高
度
な
技
術
を
統
合
し
実
践
す
る
能
力
臨 　 　 床 　 　 実 　 　 践 　 　 能 　 　 力
・
看
護
の
質
評
価
や
改
善
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
る
・
ケ
ア
の
継
続
性
・
安
全
性
・
平
等
性
の
視
点
か
ら
、
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
改
善
へ
　
の
提
言
と
、
ケ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
が
で
き
る
・
組
織
と
し
て
の
取
り
組
み
が
必
要
な
、
ケ
ア
構
造
上
生
じ
る
倫
理
的
問
題
の
解
決
に
向
け
て
、
高
度
な
ア
セ
ス
メ
ン
ト
能
力
に
基
づ
き
、
改
善
策
を
提
言
す
る
こ
と
が
で
き
る
・
よ
り
質
の
高
い
、
効
率
的
な
ケ
ア
へ
向
け
て
、
具
体
的
な
提
案
を
で
き
る
・
管
理
者
や
自
部
署
内
外
の
人
材
と
協
働
し
、
よ
り
質
の
高
い
、
効
率
的
な
ケ
ア
の
実
現
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
・
看
護
部
門
全
体
の
倫
理
的
な
課
題
に
取
組
み
、
看
護
の
質
向
上
へ
向
け
る
こ
と
が
で
き
る
・
患
者
の
家
族
を
含
め
た
問
題
解
決
思
考
が
で
き
、
適
切
な
看
護
サ
ー
ビ
ス
の
評
価
が
で
き
る
・
部
署
の
組
織
分
析
を
行
い
、
質
の
高
い
、
効
率
的
な
ケ
ア
を
実
施
す
る
中
心
的
役
割
を
担
う
・
効
果
的
な
患
者
カ
ン
フ
ァ
ラ
ン
ス
の
実
施
を
促
進
し
、
個
々
の
患
者
の
看
護
計
画
立
案
、
実
施
、
評
価
に
つ
い
て
助
言
で
き
る
・
部
署
に
お
け
る
倫
理
的
意
思
決
定
を
行
い
、
適
切
な
ケ
ア
が
提
供
で
き
る
よ
う
行
動
す
る
看
護
の
質
評
価
・
改
善
能
力
　
適
切
な
看
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
の
看
護
実
践
の
評
価
及
び
質
の
確
保
と
向
上
に
向
け
て
取
り
組
む
能
力
・
ケ
ア
チ
ー
ム
の
方
向
性
を
理
解
し
な
が
ら
、
組
織
の
目
的
・
目
標
達
成
を
推
進
す
る
・
組
織
や
ケ
ア
チ
ー
ム
の
課
題
を
明
確
に
し
、
目
標
を
提
案
し
、
多
職
種
と
協
働
し
な
が
ら
解
決
に
向
け
て
行
動
で
き
る
・
対
象
と
し
て
い
る
患
者
集
団
や
ケ
ア
プ
ロ
セ
ス
に
関
し
て
、
管
理
者
と
協
働
し
て
政
策
へ
の
提
言
を
考
え
、
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
・
看
護
部
門
の
方
向
性
を
理
解
し
な
が
ら
看
護
単
位
の
目
的
、
目
標
達
成
を
推
進
す
る
・
異
な
る
意
見
や
対
立
を
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
り
建
設
的
な
方
向
へ
向
か
う
よ
う
に
チ
ー
ム
が
運
営
が
で
き
る
・
看
護
部
門
に
お
け
る
課
題
を
明
確
に
し
、
目
標
を
示
し
、
看
護
管
理
者
と
協
働
し
な
が
ら
解
決
に
向
け
て
行
動
で
き
る
・
部
署
に
お
け
る
看
護
上
の
問
題
の
解
決
に
向
け
て
看
護
管
理
者
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
・
関
連
部
門
と
の
連
携
を
築
き
、
組
織
の
仕
組
み
を
活
用
し
て
意
見
を
集
約
し
な
が
ら
問
題
解
決
を
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
・
常
に
セ
ル
フ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
，
感
情
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
健
康
管
理
，
院
内
外
・
部
署
内
外
の
活
動
の
バ
ラ
ン
ス
等
）
が
で
き
る
・
自
分
が
立
案
し
た
目
標
が
達
成
で
き
る
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
能
力
　
適
切
な
看
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
、
目
標
管
理
や
セ
ル
フ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、
組
織
に
お
け
る
高
度
な
能
力
を
有
す
る
実
践
家
と
し
て
の
役
割
や
責
務
を
果
た
す
能
力
・
組
織
風
土
や
組
織
構
造
の
分
析
を
も
と
に
、
よ
り
質
の
高
い
医
療
・
ケ
ア
の
提
供
に
向
け
て
、
よ
り
オ
ー
プ
ン
、
安
全
で
平
等
な
ケ
ア
を
保
証
す
る
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
・
組
織
内
外
の
多
職
種
と
信
頼
関
係
を
築
き
、
様
々
な
意
見
を
集
約
し
な
が
ら
問
題
解
決
と
そ
の
評
価
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
 ・
部
門
内
外
に
お
け
る
組
織
風
土
や
人
間
関
係
に
配
慮
し
な
が
ら
、
そ
の
関
係
性
を
調
整
で
き
る
・
医
療
チ
ー
ム
の
重
要
な
役
割
を
担
い
、
他
者
か
ら
認
め
ら
れ
て
い
る
・
患
者
に
提
供
さ
れ
て
い
る
医
療
全
体
の
問
題
解
決
に
向
け
て
、
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
と
情
報
及
び
意
見
交
換
が
円
滑
に
で
き
る
・
部
署
に
お
け
る
組
織
風
土
や
パ
ワ
ー
バ
ラ
ン
ス
を
ア
セ
ス
メ
ン
ト
し
、
そ
れ
ら
に
沿
っ
た
行
動
が
で
き
る
・
患
者
・
家
族
・
医
療
チ
ー
ム
と
の
信
頼
関
係
が
築
け
る
人
間
関
係
能
力
　
患
者
お
よ
び
そ
の
家
族
と
の
信
頼
関
係
を
擁
立
す
る
た
め
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
を
高
め
る
な
ど
人
間
関
係
を
築
き
上
げ
る
能
力
、
ま
た
組
織
内
外
の
多
職
種
と
協
調
し
な
が
ら
連
携
を
図
る
た
め
の
能
力
・
専
門
職
者
と
し
て
、
常
に
内
省
す
る
態
度
と
広
い
視
野
を
も
ち
、
必
要
な
こ
と
　
を
学
び
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
・
医
療
・
ケ
ア
の
質
向
上
に
向
け
て
、
組
織
内
外
の
多
職
種
を
巻
き
込
ん
で
　
教
育
機
能
を
発
揮
す
る
・
組
織
横
断
的
に
活
動
す
る
際
に
必
要
と
な
る
知
識
や
技
術
を
自
ら
学
び
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
・
組
織
や
医
療
チ
ー
ム
に
必
要
な
教
育
を
立
案
・
実
施
・
評
価
で
き
る
・
看
護
部
門
の
人
材
育
成
計
画
に
参
画
し
、
看
護
ケ
ア
の
質
保
証
に
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
る
・
専
門
看
護
師
教
育
課
程
等
の
研
修
生
な
ど
に
対
し
、
指
導
要
綱
に
即
し
て
教
育
が
で
き
る
・
専
門
看
護
分
野
に
お
い
て
院
外
の
研
修
講
師
を
務
め
る
こ
と
が
で
き
る
・
部
署
で
必
要
と
さ
れ
る
最
新
の
知
識
や
技
術
を
自
ら
学
び
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
・
看
護
学
生
や
看
護
ス
タ
ッ
フ
が
行
う
患
者
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
計
画
お
よ
び
助
言
・
指
導
が
で
き
る
・
看
護
ス
タ
ッ
フ
や
学
生
に
対
し
て
看
護
実
践
モ
デ
ル
と
し
て
高
度
実
践
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
・
部
署
で
必
要
な
教
育
内
容
に
つ
い
て
学
習
会
等
を
企
画
・
実
施
・
評
価
で
き
る
・
専
門
看
護
分
野
に
お
い
て
院
内
の
研
修
講
師
を
務
め
る
こ
と
が
で
き
る
教
育
能
力
　
看
護
の
質
を
確
保
す
る
た
め
に
、
自
己
を
教
育
し
た
り
、
看
護
学
生
や
看
護
職
を
教
育
す
る
能
力
・
専
門
看
護
分
野
に
お
け
る
研
究
を
行
う
こ
と
で
エ
ビ
デ
ン
ス
を
構
築
し
、
医
療
・
ケ
ア
の
質
向
上
に
向
け
た
変
革
を
推
進
す
る
・
組
織
の
中
で
必
要
と
な
る
看
護
の
質
向
上
に
向
け
た
研
究
に
、
組
織
横
断
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
・
専
門
看
護
分
野
に
お
い
て
、
研
究
指
導
・
助
言
が
で
き
る
・
看
護
実
践
を
研
究
的
な
視
点
で
捉
え
、
主
体
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
・
看
護
の
質
向
上
の
た
め
に
、
看
護
ス
タ
ッ
フ
・
学
生
の
研
究
活
動
の
模
範
と
な
り
、
指
導
・
助
言
が
で
き
る
・
研
究
成
果
を
看
護
実
践
に
活
用
し
、
そ
れ
を
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
研
究
能
力
　
看
護
の
質
向
上
の
た
め
に
、
研
究
を
活
用
し
た
り
、
ま
た
、
研
究
に
取
り
組
む
こ
と
の
出
来
る
能
力
組
織
：
医
療
施
設
部
門
：
看
護
部
／
局
、
診
療
部
、
検
査
部
な
ど
部
署
：
外
来
や
各
病
棟
な
ど
看
護
部
内
の
セ
ク
シ
ョ
ン
主
な
活
動
範
囲
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表
２
．
千
葉
県
立
病
院
　
専
門
看
護
師
育
成
ラ
ダ
ー
C
N
S
レ
ベ
ル
Ⅲ
C
N
S
レ
ベ
ル
Ⅱ
C
N
S
レ
ベ
ル
Ⅰ
C
N
Sに
な
る
た
め
の
支
援
（
候
補
者
）
支
援
内
容
・
組
織
全
体
の
会
議
で
、
看
護
局
の
活
動
と
し
て
専
門
看
護
師
の
役
割
・
活
動
内
容
を
説
明
す
る
と
共
に
組
織
に
と
っ
て
有
用
な
存
在
で
あ
る
こ
と
、
横
断
的
に
活
躍
す
る
こ
と
を
周
知
す
る
・
組
織
全
体
の
会
議
で
、
活
動
実
践
・
成
果
を
報
告
　
す
る
場
を
設
け
る
・
看
護
局
連
絡
会
議
（
看
護
師
長
会
等
）
等
で
、
年
間
活
動
計
画
の
概
要
を
提
示
す
る
・
看
護
局
連
絡
会
議
（
看
護
師
長
会
等
）
等
で
、
活
動
実
践
・
成
果
を
報
告
す
る
場
を
設
け
る
・
施
設
内
の
会
議
で
専
門
看
護
師
の
役
割
・
活
動
内
容
（
対
象
と
な
る
事
例
や
依
頼
方
法
な
ど
を
具
体
的
に
）
を
説
明
す
る
・
施
設
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
専
門
看
護
師
の
役
割
や
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
・
看
護
局
連
絡
会
議
（
看
護
師
長
会
）
等
で
、
年
間
活
動
計
画
の
概
要
を
提
示
す
る
・
活
動
実
践
・
成
果
を
報
告
す
る
場
を
設
け
る
・
専
門
看
護
師
認
定
取
得
に
向
け
た
活
動
が
必
要
な
こ
と
を
全
師
長
に
周
知
す
る
・
専
門
看
護
師
に
準
じ
た
活
動
が
必
要
な
こ
と
を
師
長
を
通
し
て
看
護
ス
タ
ッ
フ
に
周
知
す
る
周
　
知
活 　 　 動 　 　 支 　 　 援
・
組
織
内
外
で
横
断
的
な
活
動
が
で
き
る
部
署
に
配
置
す
る
（
院
内
の
委
員
会
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
ケ
ア
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
る
な
ど
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
と
れ
る
よ
う
に
）
・
看
護
局
全
体
を
把
握
し
や
す
い
部
署
に
配
置
す
る
・
院
内
の
委
員
会
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
ケ
ア
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
に
す
る
・
専
門
性
に
あ
っ
た
部
署
に
配
置
す
る
・
関
連
す
る
局
内
の
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
に
す
る
　
（
教
育
委
員
会
・
倫
理
委
員
会
等
）
・
専
門
性
に
あ
っ
た
部
署
に
配
置
す
る
・
病
棟
内
の
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
に
す
る
（
勉
強
会
係
・
研
究
チ
ー
ム
等
）
部
署
の
配
置
・
組
織
横
断
的
に
タ
イ
ム
リ
ー
に
活
動
で
き
る
よ
う
に
、
活
動
時
間
を
柔
軟
に
す
る
・
専
門
看
護
師
と
し
て
の
活
動
日
を
設
け
る
・
能
力
や
状
況
に
合
わ
せ
て
、
専
門
看
護
師
と
し
て
の
活
動
時
間
を
確
保
す
る
・
認
定
申
請
に
向
け
た
ケ
ー
ス
を
振
り
返
る
時
間
や
、
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ズ
を
受
け
る
時
間
を
確
保
す
る
活
動
時
間
・
組
織
横
断
的
に
活
動
で
き
る
よ
う
体
制
を
整
え
る
・
各
部
署
か
ら
連
絡
が
取
れ
る
よ
う
に
Ｐ
Ｈ
Ｓ
の
携
帯
や
専
用
メ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
な
ど
の
体
制
を
整
え
る
・
専
門
看
護
分
野
の
専
門
領
域
と
関
連
が
大
き
い
院
内
の
新
た
な
事
業
の
案
内
を
、
優
先
し
て
伝
え
る
・
専
門
看
護
師
・
認
定
看
護
師
の
活
動
フ
ァ
イ
ル
を
作
成
す
る
・
院
内
の
専
門
看
護
師
・
認
定
看
護
師
が
交
流
で
き
る
連
絡
会
等
を
設
置
す
る
・
専
門
看
護
分
野
と
関
連
が
大
き
い
事
柄
に
つ
い
て
、
他
の
部
署
か
ら
連
絡
が
取
れ
る
よ
う
に
体
制
を
整
え
る
院
内
活
動
へ
の
支
援
・
専
門
看
護
師
が
行
う
院
外
の
活
動
に
つ
い
て
調
整
を
行
う
・
専
門
看
護
師
に
か
か
わ
る
院
内
外
の
新
た
な
事
業
の
案
内
を
、
優
先
し
て
伝
え
る
・
院
外
活
動
の
依
頼
を
伝
え
、
専
門
看
護
師
が
自
己
決
定
で
き
る
よ
う
に
す
る
・
専
門
看
護
分
野
の
専
門
領
域
と
関
連
が
大
き
い
院
外
活
動
へ
の
参
加
を
支
援
す
る
・
院
外
か
ら
の
講
師
依
頼
等
の
窓
口
と
な
り
調
整
す
る
・
専
門
看
護
師
と
部
署
と
を
調
整
し
支
援
す
る
・
専
門
看
護
分
野
の
専
門
領
域
と
関
連
が
大
き
い
院
外
活
動
へ
の
参
加
を
支
援
す
る
・
授
業
や
単
位
取
得
の
た
め
の
学
習
支
援
や
勤
務
調
整
支
援
を
行
う
院
外
活
動
へ
の
支
援
・
本
人
の
活
動
に
関
す
る
希
望
を
確
認
し
、
組
織
で
可
能
な
調
整
を
行
っ
た
り
、
組
織
外
で
必
要
な
調
整
の
橋
渡
し
を
行
う
・
本
人
の
活
動
に
関
す
る
希
望
と
、
希
望
実
現
に
向
け
た
準
備
状
況
を
確
認
し
、
看
護
局
で
　
可
能
な
調
整
を
行
う
・
本
人
の
活
動
に
関
す
る
希
望
を
確
認
し
、
看
護
局
の
活
動
方
針
と
す
り
合
わ
せ
、
部
署
内
で
可
能
な
調
整
を
行
う
・
認
定
申
請
の
時
期
や
、
認
定
後
は
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
の
か
を
確
認
す
る
本
人
の
意
向
確
認
と
調
整
キ ャ リ ア 開 発
・
院
外
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
が
で
き
る
よ
う
に
調
整
す
る
・
必
要
と
認
め
た
学
会
参
加
を
出
張
扱
い
と
す
る
・
専
門
看
護
師
協
議
会
へ
の
参
加
が
で
き
る
よ
う
に
調
整
す
る
・
関
係
す
る
学
会
へ
の
参
加
を
認
め
る
専
門
性
の
発
展
へ
の
支
援
・
到
達
目
標
と
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
鑑
み
て
評
価
す
る
・
専
門
看
護
師
の
役
割
を
担
う
た
め
に
必
要
な
能
力
を
、
ク
リ
ニ
カ
ル
ラ
ダ
ー
Ⅳ
・
Ⅴ
を
用
い
定
期
的
に
評
価
す
る
。
能
力
評
価
・
報
告
・
連
絡
・
相
談
窓
口
を
明
確
に
す
る
・
専
門
看
護
師
と
し
て
の
活
動
計
画
を
確
認
す
る
・
専
門
看
護
師
の
活
動
日
誌
を
作
成
す
る
・
定
期
的
な
活
動
実
績
の
報
告
を
受
け
る
・
活
動
報
告
会
を
開
催
し
、
活
動
を
評
価
す
る
・
ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施
し
た
り
、
第
三
者
の
活
動
評
価
を
受
け
る
・
活
動
日
誌
を
作
成
す
る
・
目
標
の
具
体
的
な
行
動
計
画
を
立
て
師
長
に
提
示
す
る
活
動
の
可
視
化
PD
C
A
（
目
標
管
理
）
評 価
